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1987年 に多発 した桑枝枯性病害 の実態 と発生要 因

小沢 龍生  鈴木 繁実事
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Outbreak of Blight Disease on 4ヽulberry Twig and This Affecting Factors,

Occurred in 1987, in lwate PreFecture
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1 は じ め に

1987年春期に発芽期を迎えた桑園では不発芽枝条が多発

し,重複凍霜害の発生 も伴い養蚕計画に支障を来す農家

が続出して問題となった。近年の養蚕は条桑収穫,多回育

化の方向をとっていることから,桑樹の栽培官理は枝枯性

病害にとっても大切である。今後の発生防止対策の資料と

するため,被害の実態を調査し,多発要因について検討

した。

2調 査 方 法

1987年 5月 下旬～ 6月 上旬に県下32か所の被害発生桑園

表 1 1987年春期における桑棲枯性病害発生状況

で, 1圃場当たり30株を任意に選び,その全校条について

各病害 ,寒枯れ,凍霜害など被害の合計として被害程度を

調査した。被害程度は 1(軽 ), 3(中 ), 5(重 ),10

(枯死 )の指数で調査し,被害度を算出した。前年秋の収

穫法については蚕期別に残枝条長を調べた。枝軟腐病菌の

検出は高橋・佐藤
1)の
方法によった。気象調査については,

岩手県メッシュ気候情報システムを利用し,1986年 9月 か

ら1987年 5月 までの半句別気温経過及び低温出現状況を調

べた。

3 結 果及 び考 察

に)桑枝枯性病害発生状況 : 表 1か ら各調査場所とも
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注 芽 ;芽枯病,胴 ;胴枯病,軟 :枝軟腐病 ,寒 :寒枯れ,凍霜 :凍霜害
※枝軟腐病菌の検出 (変法ドリガルスキ培地 )+;有 ,― ,無
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図 1 前年秋期の残枝条長と被害度との関係

芽枯病が最も多く,次いで胴枯病,枝軟腐病,寒枯れ,凍

霜害の順となり,これらが同一圃場又は同一株で併発し,

被害を増大した。表 1の調査結果から,前年秋期の残枝条

長と被害度との関係を図 1に示した。その結果,圃場ごと

に土壌,施肥条件 ,仕立法,樹齢などが異なるが,残枝条

長が短くなるはど,つまり深切りするほど被害度が大きく

なる傾向にあり,こ の関係は晩秋蚕期よりも晩々秋蚕期で

高い相関がみられた。条桑収穫では晩秋期の収穫法が翌春

の枝枯れの発生を左右するようであり,竹沢ら2)は夏切桑

園では晩秋期に深切りすると翌春,枝条の枯れ込みが多く

なるとし,渡辺ら
3)は晩秋期に深切りすると芽枯病,枝軟

腐病などの病害の発生割合を高めるとしている。これらの

ことを合わせ考えると,晩々秋蚕期の中間伐採はできるだ

け軽く行うのがよく,表 1の結果からみても残枝長03～

lπは必要ではないかと考えられる。

0)気象要因 : 一戸町鳥海,遠野市小友 ,江刺市藤里
(図 2)の 3地点の気象経過はほぼ同じようなパターンで
あった。すなわち,1986年 9月 中旬以降10月 第 1半旬まで

の高温は桑枝条の生育を促進させたとみられるが,10月 第

4半旬以降11月 の低温は耐寒性の十分確保されていない枝

条に作用し,枯れ込みや不発芽の原因になったものと考え

られる。特に平年よりかなり早い10月 中旬～下旬の 0℃以

下の低温遭遇 (表 2)は桑に対し早霜害を発生させ,樹勢

を一層弱めたと考えられる。このように樹勢の低下した枝

条には各種の枝枯性病害が誘発され,発芽期を迎えた桑園

では凍霜唐が重なり,被害が大きくなった。

表 2 1986年秋期の低温出現回数

場 所

月 11 月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

(0～ -28C) (0～ -47℃ )
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0

0

3

0

5

0

5

0

7

8

9
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遠野市 奪軍
0

0

3

0

5

0

4

0

7

7

9
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0

0

2

0

1

0

2

0

2

0

8

6

0)枝軟腐病菌の検出 : 桑枝条からの分離法としてエ
ンジンFI板法を用い,選択培地として変法 ドリガルスキー

培地で検出し,更に抗血清により確認した。枝軟腐病菌は

本病発生桑園の枝条からはいずれも検出され,更に表 1の

画場番号No 3及び4の枝軟腐病の未発生桑園からも検出さ

れた。このことは今後 ,密植化桑園の増加に伴い,過度の

伐採収穫など樹勢低下を来すような環境下では容易に多発

することを意味するものであり,十分留意しなければなら

ない。

4 ま  と  め

1987年春に多発した桑枝条の枯れ込みと不発芽について

前年秋の収穫法や気温経過などを中心に発生要因を検討し

た。その結果,① 前年秋の収穫法では収穫時期が遅くな
る晩々秋蚕期の桑樹ほど,ま た深tTJり した桑株はど被害が

大きかった。② 気象関連では,前年 9月 中旬～10月 初め
の高温は桑生育を促進させたが,その後10月 中旬～下旬の

例年にみられない早期の低温ないし凍霜害は耐寒性をまだ

確保してない桑にとって樹勢低下の原因となり,冬期の寒

枯れ及び翌春の各種枝枯病の誘因となった。③ 枝枯性病
害としては芽枯病が多く,こ れにlla枯病,枝軟腐病,寒枯
れ,凍霜害などが併発して被害を大きくした。④ 枝軟腐
病の未発生桑園でも本病菌が検出されるので,樹勢低下を

来すような栽培管理下では多発しやすいことから,今後十

分留意する必要がある。
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図 2 1986年 秋期～ 1987年春期の気温推移
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